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東
京
都

水
道
局

松
井
教
授
、
滝
沢
教
授
ら
７
人
が
報
告

京
大
環
境
衛
生

工
学
研
シ
ン
ポ

古
米
東
大
教
授
の
講
演
な
ど

神
奈
川
県

企

業

庁

国
認
可
水
道
で
は
全
国
初

東
京
都

水
道
局

岸
本
多
摩
水
本
部
長
が
視
察

「
環
境
マ
イ
ン
ド
で

未
来
を
拓
け
」発
刊

京
都
大
学
学
術
出
版
会

資
金
運
用
管
理

委
員

会

開

く

東
京
都
水
道
局

１０
月
１３
・
１４
日
に

盛
岡
市
で
開
催

き
れ
い
な
水
と
い
の
ち

を
守
る
第
３５
回
全
国
集
会

浄
水
処
理
の
研
究
成
果
・
知
見
披
露

東
京
都
水
道
局
は
１
日
、

研
修
・
開
発
セ
ン
タ
ー
で
大

学
研
究
報
告
会
を
開
い
た
。

７
人
の
学
識
者
が
浄
水
処
理

に
関
す
る
昨
年
度
の
委
託
研

究
の
成
果
や
知
見
を
報
告
し

た
。
い
ず
れ
の
報
告
に
対
し

て
も
参
加
し
た
約
�
人
の
同

局
職
員
か
ら
は
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

冒
頭
、
田
村
聡
志
・
技
監

は
「
国
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
先

生
方
の
報
告
を
直
接
お
聞
き

で
き
る
貴
重
な
機
会
。
技
術

の
研
鑚
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

報
告
案
件
は
、
▽
微
粉
炭

の
残
留
性
に
関
す
る
調
査

（
松
井
佳
彦
・
北
海
道
大
学

教
授
）
▽
Ｓ
ｎ
ｉ
ｆ
ｆ
ｉ
ｎ

ｇ
―
Ｇ
Ｃ
／
Ｍ
Ｓ
法
に
よ
る

フ
ェ
ニ
ル
ア
ラ
ニ
ン
塩
素
処

理
溶
液
の
カ
ル
キ
臭
に
寄
与

す
る
物
質
の
推
定
（
松
下
拓

・
北
海
道
大
学
准
教
授
）
▽

耐
塩
素
ナ
ノ
ろ
過
膜
に
よ
る

ク
ロ
ラ
ミ
ン
類
の
除
去
（
鈴

木
拓
也
・
八
戸
工
業
大
学
准

教
授
）
▽
高
分
解
能
質
量
分

析
計
を
活
用
し
た
高
度
浄
水

処
理
に
お
け
る
生
分
解
性
有

機
物
の
動
態
評
価
（
春
日
郁

朗
・
東
京
大
学
准
教
授
）
▽

浄
水
処
理
に
お
け
る
生
物
学

的
安
全
性
に
関
す
る
共
同
研

究
―
実
浄
水
場
に
お
け
る
ウ

イ
ル
ス
除
去
率
―
（
片
山
浩

之
・
東
京
大
学
准
教
授
）
▽

有
機
膜
の
使
用
状
況
に
応
じ

た
強
度
と
処
理
性
能
の
劣
化

に
関
す
る
調
査
（
橋
本
崇
史

・
東
京
大
学
助
教
）
▽
膜
ろ

過
施
設
の
運
転
デ
ー
タ
に
基

づ
く
更
新
計
画
に
関
す
る
研

究
（
滝
沢
智
・
東
京
大
学
教

授
）
―
の
７
題
。

松
井
教
授
の
研
究
で
は
、

粉
末
活
性
炭
と
微
粉
炭
の
浄

水
処
理
過
程
に
お
け
る
漏
洩

や
、
浄
水
に
残
留
す
る
活
性

炭
粒
子
数
な
ど
の
比
較
実
験

を
行
っ
た
。
同
等
の
吸
着
処

理
性
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ

る
濃
度
の
試
料
水
で
実
験
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
残
留
し
た

活
性
炭
の
粒
子
数
濃
度
は
同

程
度
だ
っ
た
と
し
、
さ
ら

に
、
活
性
炭
粒
子
の
残
留
抑

制
に
は
粒
径
の
小
さ
な
粒
子

も
含
め
た
す
べ
て
の
粒
子
を

荷
電
中
和
す
る
こ
と
の
重
要

性
が
示
唆
さ
れ
た
と
し
た
。

滝
沢
教
授
の
研
究
で
は
、

実
際
の
膜
の
破
断
デ
ー
タ
を

用
い
て
膜
破
断
数
を
推
定
す

る
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
膜
交

換
時
期
を
推
定
し
た
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
許
容
さ
れ
る

膜
破
断
本
数
は
膜
破
断
位
置

に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
か

ら
、
膜
破
断
位
置
に
関
す
る

調
査
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｖ
Ｄ

Ｆ
膜
の
よ
う
な
破
断
し
に
く

い
膜
の
交
換
時
期
に
つ
い
て

も
、
膜
の
損
傷
状
況
な
ど
も

含
め
て
さ
ら
な
る
知
見
を
収

集
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
。同

局
は
、
技
術
的
課
題
の

解
決
方
法
を
広
く
外
部
か
ら

募
集
し
、
共
同
で
の
研
究
開

発
を
通
し
て
よ
り
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
課
題
解
決
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
現
在
提
案
を
募
集
し

て
い
る
技
術
は
以
下
の
通

り
。▽

施
工
困
難
箇
所
に
対
応

可
能
な
管
路
更
新
技
術
▽
水

道
施
設
の
健
全
性
診
断
に
関

す
る
技
術
▽
大
規
模
浄
水

池
、
配
水
池
に
お
け
る
清
掃

・
点
検
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
▽

非
開
削
に
よ
る
地
下
埋
設
物

の
探
査
技
術
▽
災
害
時
に
お

け
る
大
口
径
管
の
漏
水
調
査

方
法
の
研
究
▽
水
道
施
設
に

お
け
る
電
力
削
減
に
関
す
る

技
術
▽
水
道
施
設
に
お
け
る

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

技
術

横
浜
市
水
道
局
は
３
日
、

第
２
回
水
道
料
金
等
在
り
方

審
議
会
（
会
長＝

滝
沢
智
・

東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
を

開
い
た
。

今
回
は
▽
こ
れ
ま
で
の
料

金
収
入
の
推
移
▽
現
行
料
金

体
系
の
課
題
―
に
つ
い
て
議

論
。
同
局
が
水
道
創
設
時
か

ら
現
在
の
料
金
体
系
に
な
る

ま
で
の
変
遷
に
つ
い
て
説
明

し
た
ほ
か
、
料
金
体
系
の
課

題
と
し
て
▽
基
本
料
金
で
固

定
費
を
回
収
す
る
割
合
が
小

さ
い
▽
大
半
の
固
定
費
を
従

量
料
金
で
回
収
す
る
構
造
だ

が
多
量
使
用
者
が
減
少
し
て

い
る
▽
家
事
用
に
お
い
て
使

用
水
量
が
基
本
水
量
以
内
の

使
用
者
が
増
加
し
全
体
の
約

３
割
を
占
め
る
▽
基
本
水
量

以
内
の
使
用
者
の
う
ち
５
立

方
㍍
以
内
の
使
用
者
が
約
６

割
を
占
め
る
▽
逓
増
度
が
高

く
多
量
使
用
者
へ
の
依
存
度

が
高
い
―
な
ど
を
挙
げ
た
。

委
員
か
ら
は
「
大
阪
北
部

地
震
で
は
送
水
管
の
被
害
が

あ
っ
た
。
耐
震
化
や
施
設
・

管
路
の
更
新
の
重
要
性
を
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」「
水
道

が
持
つ
重
要
性
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
市
民
の
意
識
改
革

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

衛
生
工
学
科
創
立
６０
周
年
で
セ
ッ
シ
ョ
ン

第
�
回
京
都
大
学
環
境
衛

生
工
学
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
７
月
�
・
�
日
、
同
大

学
内
で
開
催
さ
れ
た
。
工
学

部
衛
生
工
学
科
創
立
�
周
年

記
念
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
未
来

に
向
け
た
環
境
工
学
の
挑

戦
」
を
は
じ
め
、
水
処
理
や

上
水
道
な
ど
５
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
が
行
わ
れ
、
初
日
は
約

１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

記
念
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
未
来

に
向
け
た
環
境
工
学
の
挑

戦
」
で
は
、
ご
み
処
理
や
水

環
境
、
環
境
衛
生
な
ど
各
専

門
分
野
で
の
課
題
な
ど
を
紹

介
し
な
が
ら
、
環
境
工
学
の

研
究
・
教
育
へ
の
展
開
な
ど

に
つ
い
て
討
論
し
た
。

田
中
宏
明
・
京
都
大
学
教

授
に
よ
る
記
念
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
趣
旨
説
明
後
、
水
環
境
で

は
古
米
弘
明
・
東
京
大
学
教

授
が
「
都
市
水
シ
ス
テ
ム
・

水
環
境
に
関
す
る
研
究
の
新

展
開
に
向
け
て
」
と
題
し
て

講
演
。
少
雨
年
が
増
え
る
可

能
性
を
指
摘
し
、
雨
水
利
用

量
の
算
定
、
地
域
ご
と
で
サ

テ
ラ
イ
ト
処
理
し
た
再
生
水

利
用
な
ど
に
よ
る
、
中
長
期

的
な
水
利
用
シ
ス
テ
ム
構
築

の
必
要
性
な
ど
を
強
調
し

た
。田

中
教
授
と
伊
藤
禎
彦
・

京
都
大
学
教
授
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

環
境
工
学
の
あ
り
方
と
し

て
、
現
場
重
視
や
社
会
貢
献

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
げ
ら

れ
、「
事
業
体
が
現
場
の
問

題
点
を
明
ら
か
に
」「
若
手

が
楽
し
く
研
究
で
き
る
環
境

を
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。ま

た
、
水
処
理
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、「
下
水
処
理
場
の

電
力
自
立
に
向
け
て
の
検

討
」（
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
）と

し
て
、
消
化
ガ
ス
発
電
に
お

け
る
電
力
自
給
率
の
向
上
施

策
、
上
水
道
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
消
毒
副
生
成
物
へ
の

変
換
を
考
慮
し
た
化
学
物
質

管
理
」（
国
立
保
健
医
療
科

学
院
）
と
し
て
、
人
為
由
来

化
合
物
か
ら
の
ハ
ロ
酢
酸
生

成
能
の
評
価
な
ど
を
紹
介
。

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
超
音
波
可
溶
化
処
理

に
よ
る
下
水
汚
泥
中
シ
ロ
キ

サ
ン
の
除
去
」（
京
都
大
学
）

な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

上
下
水
道
料
金
の
支
払
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
ａ
ｙ

神
奈
川
県
企
業
庁
は
上
下

水
道
料
金
の
支
払
い
方
法

に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
株
式

会
社
が
提
供
す
る
モ
バ
イ
ル

送
金
・
決
済
サ
ー
ビ
ス
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
」
を

導

入

し
、
１
日
か
ら
取
り
扱
い
を

開
始
し
た
。
国
認
可
の
水
道

事
業
者
と
し
て
全
国
で
初
め

て
の
取
り
組
み
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
ａ
ｙ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
リ「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

の
サ
ー
ビ
ス
で
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
な
ど
の
支
払
い

を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ウ
ォ

レ
ッ
ト
レ
ス
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

納
入
通
知
書
に
記
載
し
て

い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
の
「
請
求
書
支
払

い
」
機
能
で
読
み
込
む
と
�

時
間
場
所
を
問
わ
ず
に
支
払

い
で
き
る
。

同
企
業
庁
の
担
当
者
は

「
導
入
時
に
コ
ス
ト
が
あ
ま

り
か
か
っ
て
い
な
い
。
支
払

い
時
に
住
所
な
ど
を
人
に
見

ら
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、

個
人
情
報
の
保
護
に
繋
が

る
。
時
代
の
変
化
に
伴
う
新

し
い
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー

ビ
ス
」と
メ
リ
ッ
ト
を
話
す
。

奥
多
摩
町
の
浄
水
所
を
続
々
更
新

東
京
都
水
道
局
多
摩
水
道

改
革
推
進
本
部
は
、
給
水
の

安
定
性
向
上
を
図
る
た
め
奥

多
摩
町
に
あ
る
小
河
内
浄
水

所
と
大
丹
波
浄
水
所
の
更
新

工
事
を
進
め
、
７
月
に
完
了

さ
せ
た
。
ど
ち
ら
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
が
な
い
施
設

で
、
周
辺
を
山
林
で
囲
ま
れ

て
い
る
。
限
ら
れ
た
土
地
で

工
夫
し
な
が
ら
の
更
新
工
事

と
な
っ
た
。

７
月
�
日
、
竣
工
に
あ
わ

せ
岸
本
良
一
・
多
摩
水
道
改

革
推
進
本
部
長
が
両
施
設
を

視
察
。
同
本
部
長
は
「
考
え

て
い
た
よ
り
も
素
晴
ら
し
い

施
設
が
出
来
た
。
東
京
の
中

で
も
山
間

部
を
担
当

さ
せ
て
も

ら
っ
て
い

る
の
は
東

京
水
道
に

と
っ
て
財

産
。
こ
れ

か
ら
も
し

っ
か
り
安

定
給
水
し

て
い
き
た

い
」
と
感

想
を
話
し
た
。

小
河
内
浄
水
所
は
も
と
も

と
昭
和
�
年
に
築
造
さ
れ
た

緩
速
ろ
過
方
式
の
施
設
だ
っ

た
。
今
回
の
工
事
で
浄
水
処

理
方
式
を
膜
ろ
過
方
式
（
Ｍ

Ｆ
膜
）
に
変
更
し
た
。
ク
リ

プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
な
ど
の

病
原
性
微
生
物
を
膜
ろ
過
施

設
で
除
去
し
た
後
、
高
色
度

の
原
水
を
処
理
す
る
た
め
粒

状
活
性
炭
を
通
す
。
取
水
所

付
近
に
あ
る
沈
砂
池
と
の
高

低
差
を
活
用
し
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
浄
水
処
理
を
行
っ
て

い
る
。
施
設
能
力
は
３
８
０

立
方
㍍
／
日
。

工
事
は
仮
設
の
浄
水
所
を

運
用
し
な
が
ら
進
め
た
。
既

設
の
施
設
を
撤
去
し
、
そ
の

土
地
に
新
浄
水
所
を
建
設
し

膜
ろ
過
施
設
や
活
性
炭
塔
施

設
を
導
入
し
た
。
仮
設
の
施

設
は
一
時
的
に
借
り
受
け
た

町
民
の
土
地
に
整
備
し
た
。

事
業
費
は
約
�
億
円
だ
っ

た
。大

丹
波
浄
水
所
は
、
昭
和

	
年
に
築
造
さ
れ
た
緩
速
ろ

過
方
式
の
施
設
。
新
た
に
取

得
し
た
用
地
に
浄
水
所
を
建

設
し
膜
ろ
過
方
式（
Ｕ
Ｆ
膜
）

を
導
入
し
た
。
施
設
能
力
は

５
４
０
立
方
㍍
／
日
。
用
地

は
従
来
の
施
設
か
ら
�
㍍
ほ

ど
標
高
が
下
が
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。
こ
の
た
め
自
然
流

下
で
配
水
し
て
い
た
地
域
の

一
部
に
送
水
ポ
ン
プ
を
整
備

し
た
。
導
水
は
自
然
流
下
。

事
業
費
は
約


億
円
。

京
都
大
学
学
術
出
版
会
は

「
環
境
マ
イ
ン
ド
で
未
来
を

拓
け

い
の
ち
を
ま
も
る

（
生
を
衛
る
）
工
学
の
�
年
」

（「
環
境
工
学
へ
の
誘
い
」
刊

行
委
員
会
編
）
を
発
刊
し
た

＝

写
真
。
同
大
学
工
学
部
衛

生
工
学
科
創
立
�
周
年
を
踏

ま
え
、
そ
の
歴
史
や
現
在
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
る
。

▽
〈
環
境
マ
イ
ン
ド
〉
を

育
み
社
会
に
貢
献
す
る
▽
環

境
工
学
の
歴
史
と
課
題
▽
先

達
か
ら
の
招
待
状
▽
京
都

大
学
の
環
境
工
学
の
現
在

―
の
４
部
で
構
成
。
Ａ
５

判
並
製
の
３
４
２
ペ
ー
ジ

で
、
定
価
は
本
体
２
０
０

０
円
（
税
別
）。
全
国
の

書
店
や
大
学
生
協
な
ど
で
購

入
で
き
る
。
注
文
・
問
い
合

わ
せ
は
同
出
版
会
（
電
話
０

７
５
―
７
６
１
―
６
１
８

２

メ
ー
ルsales@kyo

to-up.or.jp

）
へ
。

東
京
都
水
道
局
は
７
月
�

日
、
都
庁
で
第
�
回
東
京
都

水
道
局
資
金
運
用
管
理
委
員

会
（
会
長＝

泉
淳
一
・
太
陽

有
限
責
任
監
査
法
人
東
日
本

監
査
部
パ
ー
ト
ナ
ー
公
認
会

計
士
）
を
開
い
た
。
東
京
都

水
道
局
長
の
管
理
す
る
資
金

に
つ
い
て
、
金
融
分
野
の
専

門
家
な
ど
の
経
験
と
識
見
を

活
用
し
、
金
融
情
勢
に
応
じ

た
的
確
な
判
断
、
対
応
を
行

う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る

も
の
。

冒
頭
、
志
村
昌
孝
・
同
局

経
理
部
長
が
「
本
日
は
専
門

的
見
地
か
ら
の
意
見
・
助
言

を
い
た
だ
き
、
安
全
か
つ
効

率
的
な
資
金
運
用
に
活
か
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。
そ
の
後
、
平
成


年

度
の
資
金
運
用
状
況
や
経
済

・
物
価
情
勢
の
展
望
な
ど
の

事
務
局
か
ら
の
説
明
を
踏
ま

え
、
委
員
が
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

「
き
れ
い
な
水
と
い
の
ち

を
守
る
第
�
回
全
国
集
会
in

岩
手
」
が


月
�
・
�
日
、

盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
。
現

在
、
参
加
者
を
募
集
し
て
お

り
、
申
し
込
み
締
め
切
り
は

９
月
�
日
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
費
は
２
０
０
０
円
。

�
日
に
は
岩
手
教
育
会
館

で
全
体
集
会
を
行
い
、
平
野

耕
一
郎
・
盛
岡
市
上
下
水
道

局
特
別
参
与
が
「
森
と
水
の

盛
岡
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
特

別
講
演
を
行
う
。ま
た
、特
別

報
告
も
行
わ
れ
る
。
�
日
に

は
４
つ
の
分
科
会
で
有
害
化

学
物
質
の
削
減
や
水
循
環
、

自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

学
び
合
う
。
ま
た
、
集
会
終

了
後
に
、
東
日
本
大
震
災
被

災
地
の
復
興
状
況
を
見
る
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
を
予
定

し
て
い
る
（
参
加
費
別
途
）。

現行料金体系の課題を挙げる
横浜市水道局 水道料金等在り方審議会

市民の意識改革考える必要も

大学研究報告会

人の局職員が参加

松井教授

膜ろ過施設について説明を受ける岸

本本部長（中央）

滝沢教授

田村技監

２０１８年（平成３０年）８月２３日（木曜日）

記念セッション「未来に向けた環境工学の挑戦」

ポスターセッションも大盛況

古米教授




